
高
い
レ
ベ
ル
の
技
量
が
要

求
さ
れ
る
競
技
大
会
に
挑
戦

す
る
の
は
、
玉
江
マ
リ
子
さ

ん
（
35
歳
、
異
人
館
企
画
開

発
＝
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）
と
、

乗
京
（
の
り
き
よ
）
舞
子
さ

ん
（
29
歳
、

ア
セ
ン
ト

建
装
＝
墨

田
支
部
）
。

玉
江
さ
ん

は
テ
ー
マ

パ
ー
ク
な

ど
の
特
殊

塗
装
の
職

人
、
乗
京

さ
ん
は
建

築
会
社
の

総
務
部
員

で
、
大
工

仕
事
は
未

経
験
で
す
。
さ
ら
に
２
人
と

も
小
さ
い
子
ど
も
を
持
つ
お

母
さ
ん
。
カ
レ
ッ
ジ
と
子
育

て
の
両
立
だ
け
で
も
大
変
で

す
が
、
全
建
総
連
東
京
都
連

や
東
京
土
建
が
主
催
す
る
準

備
講
習
会
に
参
加
す
る
一
方
、

カ
レ
ッ
ジ
授
業
日
の
放
課
後

に
も
実
習
の
先
生
に
お
願
い

し
て
図
面
の
読
解
、
墨
付
け

か
ら
の
特
訓
を
受
け
て
い
ま

す
。最

後
の
チ
ャ
ン
ス
！

２
人
を
こ
ん
な
に
も
や
る

気
に
さ
せ
て
い
る
も
の
は
何

で
し
ょ
う
か
。
「
将
来
、
古

民
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
手
掛

け
た
い
」
と
話
す
玉
江
さ
ん

は
「
取
り
組
め
ば
技
量
は
確

実
に
上
が
る
、
と
聞
い
た
の

で
、
や
れ
る
と
き
に
や
ろ
う

と
思
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

出
場
資
格
の
年
齢
制
限
か
ら

今
年
が
最
後
の
機
会
と
い
う

こ
と
も
背
中
を
押
し
ま
し
た
。

ボ
ロ
ク
ソ
に
言
わ
れ
て
も

乗
京
さ
ん
は
入
学
選
考
の

面
接
で
、
「
目
的
意
識
を
持

た
な
い
と
２
年
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
」

と
学
校
長
か
ら
言
わ
れ
た
こ

と
を
念
頭
に
、
「
大
工
に
な

り
た
い
」
と
い
う
幼
い
頃
か

ら
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に

思
い
切
っ
て
参
加
す
る
こ
と

に
し
た
そ
う
で
す
。
た
だ
、

講
習
会
で
は
見
当
違
い
の
質

問
を
し
て
し
ま
い
先
生
か
ら

怒
ら
れ
た
こ
と

も
。
「
す
べ
て

が
私
に
と
っ
て

は
難
し
い
。
ボ

ロ
ク
ソ
に
言
わ

れ
て
も
今
は
仕

方
は
な
い
」
と

乗
京
さ
ん
。
そ

れ
で
も
頑
張
れ

る
の
は
意
識
の

高
い
先
輩
た
ち

と
一
緒
に
練
習

し
て
い
る
と
、

「
も
っ
と
も
っ

と
成
長
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
に
駆
り
立
て

ら
れ
る
か
ら
」
だ
そ
う
で
す
。

玉
江
さ
ん
も
同
じ
気
持
ち
で

す
。
「
今
は
カ
レ
ッ
ジ
の
授

業
に
つ
い
て
い
く
だ
け
で
手

一
杯
で
す
が
、
高
い
レ
ベ
ル

の
人
た
ち
と
も
ま
れ
る
感
じ

が
い
い
」
。

東
京
予
選
ま
で
２
か
月
を

切
り
ま
し
た
。
カ
レ
ッ
ジ
か

ら
は
２
人
を
は
じ
め
16
人
が

出
場
予
定
で
す
。
予
選
突
破

を
目
指
し
て
練
習
に
も
ま
す

ま
す
気
合
い
が
入
り
ま
す
。

皆
さ
ん
応
援
を
お
願
い
し
ま

す
。東

京
予
選
の
観
覧
の
問
い

合
わ
せ
は
カ
レ
ッ
ジ
ま
で
お

気
軽
に
。
電
話
０
３
・
５
９

５
０
・
１
７
７
１
。
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発 行
東京建築

カレッジ

第19回
公開講座

７月16日
（日曜）

詳細はWebで

私たち、青年技能競技大会に挑戦します！

35
歳
以
下
の
青
年
組
合
員
が
「
四
方
転
び
踏
み
台
」
で
技
術
・
技
能
を
競
う
向
上

を
め
ざ
す
全
建
総
連
「
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
」
。
今
年
は
第
33
回
目
、
９
月

９
～
11
日
、
愛
知
県
で
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
そ
の
東
京
予
選
が
７
月
23
日
、
都

立
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
府
中
校
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
東
京
建
築
カ
レ
ッ

ジ
の
１
年
生
（
第
22
期
生
）
か
ら
２
人
の
女
性
が
出
場
す
る
予
定
で
す
。

東
京
予
選
７
月
23
日
、
全
国
大
会
９
月
19
日
～
21
日

第22期生＝玉江マリ子さん、乗京舞子さん

第21期生＝甲斐充さん、鴨志田黎さん、
坂本康太さん、髙田慎太朗さん

第20期生＝小林貴志さん、高野成己さん、
別井大樹さん

第18期生＝吉澤崇さん

第17期生＝豊島正貴さん

第15期生＝韮澤健太さん

第13期生＝赤井立矢さん、柴田輝実さん

第11期生＝氏平達也さん

第10期生＝千葉幸大さん

トップをめざせ！
カレッジ生

左から玉江さん、乗京さん

東京予選出場予定のカレッジ生

応援をよろしくお願いします！

放課後も自主練習に励むカレッジ生



５
月
26
、
27
日
、
１

年
生
の
「
飯
能
・
秩
父

宿
泊
研
修
」
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
木
造
建
築

の
原
材
料
で
あ
る
木
が

自
然
の
中
で
ど
の
よ
う

に
育
て
ら
れ
、
建
材
に

姿
を
変
え
、
住
宅
建
築

の
担
い
手
の
元
に
届
く

の
か
、
体
感
す
る
移
動

教
室
で
す
。
飯
能
・
秩

父
の
皆
様
は
今
年
も
あ

た
た
か
く
カ
レ
ッ
ジ
生

を
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

上
の
写
真
は
、
東
京

大
学
の
秩
父
演
習
林
で

樹
木
の
多
様
性
を
学
習

す
る
カ
レ
ッ
ジ
生
の
様

子
で
す
。
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2018年度・第23期入学生『募集要項』

第１回募集 第２回募集 第３回募集 第４回募集

学校説明会 ８月２９日（火） １０月１５日（日） １１月２１日（火） １月２４日（水）

応募締切 ９月 ７日（木） １０月２５日（水） １１月３０日（木） ２月 １日（木）

試験日 ９月１３日（水） １０月２９日（日） １２月 ６日（水） ２月 ７日（水）

結果発表 ９月１５日（金） １０月３１日（火） １２月 ８日（金） ２月 ９日（金）

※説明会の開催時間 ①午後２時～、②午後７時～（１時間半程度）

※試験日の開催時間 午前10時から午後4時（試験、説明会の会場は共に池袋本校舎）

※入学時35歳以上の方の試験は、第4回選考会（試験日）となります。

【募集学科】高度職業訓練専門課程 居住システム系建築科

【定 員】20人（募集人員は30人まで）

【応募資格】建築の仕事の携わりながら建築技術者・技能者を志す意欲ある方で、

下記のいずれかに該当する者（実務経験の有無、性別は問いません）

①高校卒業以上、②18歳以上で、学校長が①と同等と認めた方

－－普段のお仕事は？

建築会社や自営の設計事務

所などを通じて現在に至るま

で主に鉄筋・鉄骨造の設計を

続けてきました。長年続けて

理解してきたことを若い人に

伝えられることにやりがいを

感じます。

－－授業で伝えたいこと、工夫していること

今も昔も、日本でも世界のどこかでも、それぞれきびしい条

件のもとで課題を解決して建築を実現してきました。そういう

「与条件を解決する方法」が建築構工法だと思います。「なぜ

その構法や工法があるのか」がわかるとカレッジ生がこれから

直面する課題の解決につながることと考えています。

カレッジ生の皆さんの主な業務である木造と離れた内容が多

いので出来るだけイメージしやすいように画像を見ながら講義

をすすめるよう工夫しています。

－－カレッジ生へ

平日に働いて週末に座学の勉強というのは体力気力ともやる

気の維持が大変だと思いますが、普段の業務と違った世界を知っ

て自分の仕事の幅を広げることにつながるので頑張ってほしい。

カレッジに送り出してくれた勤務先企業の理解やサポートへの

感謝の気持ちを忘れないように。

カレッジの先生ってどんな人 第1回

「建築構工法」担当 講師

石川 嘉和さん

１年生「飯能・秩父宿泊研修」自
然
と
共
生
で
き
る
木
造
建
築
の
魅
力
を
体
感


